












ネ自 木 隆 雄
1830年 12月 9 日の Cα'ric αture 紙に Alfred Coudreux という匿名で，『浪漫的連J博』


















( 1) æuv問s compl鑼es de M. de Balzac. tome 店、rI， p.43. Les bibliophiles de 
l' or igina le , 1976. 
2 
素がふんだんに盛り込まれていることは明らかである。第一行に示された形容詞をはじめ，
そこに使用されている小道具，「ハーモニー」や，「鏡j，また「城j ， f泉 j ， f涙」など，






き，少し，沢山， うんと…男の思想、だ。孤児で…書物や研究 f 勉強だ，過去，現
在，法律，宗教，善，悪を。人間は32の脊椎を持つ。百合は百合科である。大洪水が




のである。それは，ミュッセの「田舎では ， (romanti似e) という言葉は，一般に意味が簡












( 2) A. de Mllsset , æUV 1' θ s complètes , tome 9, p. 216. Charpentier , 1884. 
(3) Op. cit. , p. 43. 










「胸の犬きな嵐」という表現と呼応する。“rêve" を始め，“ impossible" ，“ s' envolerぺ




chimを re が「現実」吋al ité に変じ，それに従わざるを得なくなる，というのは，もとより，
夢が現実になったという隠喰にほかならないが，「浪漫的連柿』にいう「人間は 32の脊椎を
持つ」という博物学的用語とはるかに呼応して， chimère の語源，キマイラの，頭が~m~子，
胴が山羊，尾が龍という「獣性J (é1 llimalité) の連想作用をも伴う 1610 つまりそれはパル
ザックがその次に提出する， r(人性) Humanité と(猷性) Animalité との比較」という
『人間喜劇』の大命題を見事に導入するのである。
自己の作品を集大成する総題を『人間喜劇J) Lα Comédie /wmaine とする限りは，当然
『神曲J Divinα Comediα の (divin) と相応ずる (hu ll1a in) の語の詮索が必要となる。
あたかも 1830年の戯文 η良漫的連鵡』において，始めの典型的?ロマンチックの叙情的





の 18世紀的科学思想・知識，博物学者の学説の列挙によって，まさしく「書物や研究! J 
des liv同 s ， des 騁udes! を示している。先の戯文にある「人間は32の脊椎を持つ」と
( 5) Balzac , la Com馘ie humαine ， tome 1, p. 7, 馘. Pl? iade , 1976. 以下引用はこ
の版で，いちいち頁を明記しない。
( 6) 1835年版アカデミーの辞書の chimや re の説明にはまず“Monstre fabuleux. ayant 
le devant d'un lion , le milieu d'une ch む \'re ， le derri鑽e d'un dragon" とある。
4 
いったパロディめいた命題が，ここでは「単一組成J l' un it? de compos ition になり「入
れ子構造J l' embo ﾎtemen t という堂々たる本物の科学論議となっているのである。
しかし，さらに興味深い事実は，隣国のゲーテまでを巻き込んだキュヴィエとジョフロ
ワ・サンチレールの「進化論争」が， 1830年 2 月 22 日， J~P ち戯文 rj良漫的連時』執筆と同
年であったことであろう (710 「序」の官頭，「思いついてからやがて 13年にもなる」と，読
























( 7) Goethe 、 Les Nα turα listes {runçα is. in Pαris 011 le /ivre des Cent-et-un. 
tome 5. Ladvocat. 1832, pp. 243-266. 
5 
こうして動物学上の分類やら，その習俗，及びそれらに関するアカデミックな議論のあ


























( 8) E. Rrua は.1. -A. Dulaul'e (1755-1835) なる舵史家の Singularítés hislo-riques 
というエセーにパルザックの発言と似通う表現を見 I~IJI して.その影響関係を示唆して























いう展開になっているのである。同種の cara ct? res から types を組み立ていくというの
は，ピュフォンを始めとする博物学者の業績を踏まえての，いわゆる種とタイプという人
間学の標本作り，そうした種とタイプによって出来上がっている人間界の有り様を叙述す







( 9 )日a Izac が Scott を知ったのは 21才， 1820年のことで， 1821 年 7 月の手紙で彼の
Ke11ilworth を la pJus be lIe chose du monde と感嘆している。
7 
様々な人物，情念，事件の中に， moteur soc ia 1 を探り そこに「永遠の法則」の何た
るかを明らかにする。そしてそれらの原因が明らかになれば，その結果，到達しうる結論
を求めずにはいな Po これは，やがて詳しく述べられるように，『人間喜劇』全体の基本的





















(10) Ba lzac はその政治，宗教両面で Bonald (Louis , vicomte de ， 1754-1840) に共感
を示している。 Bonald の著述活動は寧ろ 1810年代でこれを今更に持ち出すのは，
Bonald の死が1840年 11月 23 日，この序文執筆にそれほど遠くない最近であったことも
あろう。 Roger Pierrot は Balzac がおそらく Bonald の死を契機として，再び彼の
























(11) l' Avant-propos と同じ年の 8 月 10 日 Balzac の個人雑誌 Revu. e 1)αr 15 1e 1l1l e に載せ
た Leltre 5ft?" la litt駻alu.re (sur Sαinte-Beuve) には「二つは互いに相支えてい
る。カトリシスムがなければ，法はその効力を発揮できない。そのことは今日を見れ
ば明らかである。私は声を大にして言う，私は村1 を大衆よりも愛すと。しかしこの世
では王の絶対的支配のもとでは生きることはできない。…」と述べ，同じ 1842年 7 月









H is to1' ien と Romancie 1'，ある L 刈ま Histoire と Roman と言ってよい， この二つはバル
ザックにとって，極めて意味深長な概念であって，すでに，歴史に関する彼の意見は述べ
られており，そこから派生して，こういう現実の政治という問題に立ち至ったのである。





歴史叙述をも包含した総合的な新しい æUVI‘ e を宣言しているものと言えよう。そして，






























のがあろう。 Baudelaire、正Euvres complèles ， れ1. Seu i 1. 1968 , p. 230. 
